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2016年度の実施内容① 2L01-1 設備稼働データによる保守／保全の効率化

分析

TIBCO Spotfire

A
D

G

F
E

C
B

A

G

C
B

A

G

C
B

正常時の相
関

正常時 異常時

A-B, A-C, A-G
間に強い相関関

係を確認

異常検知

A-G間の相関が崩れ
た
→機器の異常

A-B, A-C, A-G間に相関関係を監視
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GridDB、Meister Analysis、Meister IoT、Meister DigitalTwin、Meister Visualizerは
東芝デジタルソリューションズ株式会社の日本における登録商標または商標です。

分析用 I/F

 製造装置の実稼働状態をPLCや保全用PCを通じてリアルタイムに取得、蓄積。
 採取したデータを分析し、定常状態モデルを作成。
 予知・予兆モデルをプラットフォームに実装、見える化。

定常状態モデル

IIoTデータベース

(PostgreSQL/GridDB®)

保全PC

マシニングセンタ

センサ センサ センサ

IoTゲートウェイ

エンドポイントエージェント

PLC

IoT基盤サーバ
ファイル登録I/F

作業者

設備
履歴

設備稼働
データ

実稼働データを
リアルタイムに取得

リアルタイムデータ見える化
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2016年度の実施内容② 2L01-2 保全ナレッジ活用による保守/保全の効率化

■製品製造用機械加工ラインにおける点検、保全業務を対象に実証実験を実施。

■設備の不具合情報は紙ベースで運用されており、データ化はされているが、保全作業

の効率化への活用は限定的。
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2016年度の実施内容③ 2L01-2 保全ナレッジ活用による保守/保全の効率化

ナレッジ化 デジタル化

特定設備の過去１０年分の不具合情報

Ｚ

ナレッジ化

異常内容 原因 対応手順

自動分類し、キーワード抽出

症状
辞書

部位
辞書

原因
辞書

対策
辞書

ナレッジ化の効果を高める為の課題

不具合情報の
正規化

画像情報、稼
働情報との組

合せ

音声入力など
入力の効率化

Ｚ

デジタル化

保全現場におけるタブレットPCの試行活用
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現状課題と実施事項

8

製造現場では単体機器のIoT情報
を取得し、見える化や予知保全に繋

げる取り組みが進んできている。

こういった対応はラインや工場、サプ
ライチェーン全体でのパフォーマンス
維持、最適化には必ずしもつながっ

ていない。

 製造ライン全体や工場全体、サプライチェーン全体の最適化指標の定義。
 指標値の測る化・見える化。
 IoTによりこれらを高度化する取り組み。
が求められる。

以下を実施。
 製造現場の各種設備やヒト/作業のデータを組み合わせたモデル化。
 全体でのパフォーマンス維持、最適化を目指した取り組み。
⇒  つながる工場化の必要ステップであると認識。
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TO-BEシナリオ（あるべき業務、仕事の仕方）

 個別設備に障害がおこった場合でも全体のコスト・財務のインパクトや納期遵守、仕
掛を含む在庫インパクトなどを勘案し、生産計画の見直しや人員シフトの見直しなど
全体最適を目指した調整が実施される。

い
つ
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保全スタッフ
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実施したこと
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 2016年度からの継続取得データに対し機械学習
を用いることで、故障予知や対応方策検討、製造
設備停止時間予測などに活用できないか？

 予知結果に基づく製造設備の予測停止スケジュー
ルを制約事項とした中で、計画の見直し(最適化)
につながるビジネスシナリオを実現できないか？

 そもそも日本の製造業は現状こういった取り組みに
対し、どういった状況にあり、今後どのようなロード
マップでどこまでをめざそうとしているのか？

実証実験で確認

インタビューで把握
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実証実験のシナリオ

12

プラット
フォーム

資材 人勤・スキル 経理・財務

コンポー
ネント

自工場 他工場

資材 人勤・スキル 経理・財務

SMU SMUPLU

今回実証実験範囲昨年実以前証実験範囲

新計画

ＭＲＰ

生産可能可否
センシングデータ
設備稼働データ
作業記録

コンディションベース
予兆保全

SATLYS (AI)

保全記録
ナレッジＤＢ

保全作業記録
(タブレット入力)

マッチング
レコメンド

マルチモーダルな
保全記録

ナレッジ化された
過去保全記録

情報

生産可能数計算

生産計画

資材計画

物流(移動)計画

所要量

生産可能可否

自工場
生産可能分

あふれ分

ＭＲＰ

所要量

生産可能数計算

設備メンテナンス計画調整
修理・交換部品使用計画

（設備メンテナンス）

修理・交換部品の自動確保
不足部品手配（発注）

（在庫・購買管理）

交換部品手配

サプライヤー・・・

発注 入荷

予兆に基づく
設備停止計画
（カレンダー）

交換部品供給
予定・実績

メンテナンス計画
（調整後）

設備・人・・・

IVIの複数プラットフォーム間の連携により実証実験を実施
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「保全業務」最適化への取り組み

 「勘と経験・匠の技による保全業務」から、設備の“つながる化（IoT化）”、“業務
のデジタル化及びナレッジ化”への進展が支える「メカニズム・計測・システムによる保
全業務」への変革により、生産性の向上とノウハウの継承が求められている。
→ この進展度合いをインタビューによって確認した。

これまでの

保全業務

勘

経験

匠の
技

これからの

保全業務

メカニ
ズム

計測

シス
テム

IoT化
デジタル化
ナレッジ化



Copyright 2018 (IVI) Industrial Value Chain Initiative
15

インタビュー設計

 現在から5年後を想定した製造設備保全のIoT化の進展とデジタル化・ナレッジ化の
進展シナリオの調査をインタビュー形式で実施。2017年度はWGメンバー企業を対
象としたインタビューにより、10サンプルを以下の内容にて収集した。

IoT化の進展 デジタル/ナレッジ化
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過去記録

リコメンド

IoT連携

デジタ
ル化
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化
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～
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年

後

５

年

後
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まとめ

製造設備の、故障予知や対応方策検討、製造設備停止
時間予測などに機械学習を適用できる可能性が確認で
きた。

 IoTを用いた故障予知結果から、製造計画の見直し(最
適化)につながるビジネスシナリオの実現性が確認できた。

 IoT化、デジタル化、ナレッジ化による変革に向けた意識
は、現場レベルでも高い。今後は、全社レベルでの方向性
の統一が必要と考えられる。
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日本の強みである、現場力・人の力をデジタル化し、活用することで、

製造業の強みを維持、発展させていくことをわれわれは目指しています。

日本の強みである、現場力・人の力をデジタル化し、活用することで

製造業の強みを維持、発展させていくことをわれわれは目指しています。
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ありがとうございました
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